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はじめに
このたびは、NSスマートモニタをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
このマニュアルでは、NSスマートモニタを使用する上で、必要な機能、 性能、 使用方法などの
情報を記載しています。
NSスマートモニタのご使用に際して、下記のことを守ってください。

・NSスマートモニタは電気の知識を有する専門家が扱ってください。
・このマニュアルをよくお読みになり、十分に理解のうえ、正しくご使用ください。
・このマニュアルはいつでも参照できるよう大切に保管ください。



は
じ

め
に

第
 1

 章
第

 2
 章

第
 3

 章
第

 4
 章

は
じ

め
に

目
次

第
 1

 章
第

 2
 章

第
 3

 章
第

 4
 章
はじめに

目次

第 1 章

第 2 章

第 3 章

第 4 章

第 6 章

ご

目

概

起

操

付

注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
　 次
　 要
動と終了
作方法
　 録
ザーズマニュアル
ト センサ

マー ト モニ タ
-PSW11
ユー
スマー

NSス
形ZS



2

は
じ

め
に

はじめに
ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
オムロン商品ご購入のお客さ まへ

当社制御機器商品をご注文いただ く 際、 見積書、 契約書、 仕様書などに特記事項のない場合

には、 次の保証内容、 責任の制限、 適合用途の条件などを適用いた し ます。

下記内容をご確認いただき、 ご承諾のう えご注文およびご使用 く だ さい。

1.保証内容

①保証期間

本製品の保証期間は、 ご購入後またはご指定の場所に納入後 １ 年といた し ます。

②保証範囲

上記保証期間中に当社側の責によ り本製品に故障を生じ た場合は、代替品の提供または故

障品の修理対応を、 製品の購入場所において無償で実施いた し ます。

ただ し、 故障の原因が次に該当する場合は、 この保証の対象範囲から除外いた し ます。

a) カ タ ログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いな らびに

ご使用による場合

b)本製品以外の原因の場合

c)当社以外による改造または修理による場合

d)本製品本来の使い方以外の使用による場合

e)当社出荷当時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった場合

f)その他、 天災、 災害など当社側の責ではない原因による場合

なお、 こ こ での保証は、 本製品単体の保証を意味する もので、 本製品の故障によ り誘

発される損害は保証の対象から除かれる ものと し ます。

2.責任の制限

①本製品に起因し て生じ た特別損害、 間接損害、 または消極損害に関し ては、 当社はいかな

る場合も責任を負いません。

②プログラ ミ ング可能な本製品については当社以外の者が行ったプログラム、またはそれに

よ り生じ た結果について当社は責任を負いません。

3.適合用途の条件

①安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に、本製品を使用し ない

で く だ さい。 同用途には、 当社センサカ タ ログに掲載し ている安全センサをご使用 く だ さ

い。

②本製品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法規または

規制をご確認 く だ さい。 また、 お客様が使用されるシステム、 機械、 装置への本製品の適

合性は、 お客様自身でご確認 く だ さい。 これら を実施されない場合は、 当社は本製品の適

合性について責任を負いません。

ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
③下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のう え仕様書などによ り ご確認い

ただ く と と もに、 定格 ・ 性能に対し余裕を持った使い方や、 万一故障があっても危険を最

小にする安全回路などの安全対策を講じ て く だ さい。

a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカ タ ログ ・取

扱説明書などに記載のない条件や環境での使用

b)原子力制御設備、 焼却設備、 鉄道 ・ 航空 ・ 車両設備、 医用機械、 娯楽機械、 安全装

置、 および行政機関や個別業界の規制に従う設備             

c)人命や財産に危険が及び う るシステム ・ 機械 ・ 装置

d)ガス、 水道、 電気の供給システムや24時間連続運転システムなど高い信頼性が必要

な設備

e)その他、 上記 ａ )～ ｄ )に準ずる、 高度な安全性が必要と される用途

④お客様が本製品を人命や財産に重大な危険を及ぼすよ う な用途に使用される場合には、シ

ステム全体と し て危険を知らせた り、冗長設計によ り必要な安全性を確保できるよ う 設計

されている こ と、 および本製品が全体の中で意図し た用途に対し て適切に配電 ・ 設置され

ている こ と を必ず事前に確認し て く だ さい。

⑤カ タ ログなどに記載されているアプ リ ケーシ ョ ン事例は参考用ですので、ご採用に際し て

は機器 ・ 装置の機能や安全性をご確認のう え、 ご使用 く だ さい。

⑥本製品が正し く 使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じ る こ とがないよ う 使

用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のう え守って く だ さい。

4.仕様の変更

カ タ ログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事由によ

り、 必要に応じ て、 変更する場合があ り ます。 当社営業担当者までご相談のう え本製品の実

際の仕様をご確認 く だ さい。

5.サービスの範囲

本製品の価格には、 技術者派遣などのサービス費用は含まれてお り ません。

お客様のご要望がございま し たら、 当社営業担当者までご相談 く だ さい。

6.価格

カ タ ログに記載の標準価格はあ く まで参考であ り、確定されたユーザ購入価格を表示し たも

のではあ り ません。 また消費税は含まれてお り ません。

7.適用範囲

以上の内容は、 日本国内での取引および使用を前提と し てお り ます。

日本国外での取引および使用に関し ては、 当社営業担当者までご相談 く だ さい。
3
NS スマー ト モニ タ

ユーザーズマニュアル
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はじめに
安全上の要点
プログラムター ミ ナルNSシ リーズおよび形ZS-MDC、形ZS-Lのマニュアルの記載項目にし

たがっ て、 ご使用 く だ さい。

プログラムター ミ ナルNSシ リーズおよび形ZS-MDC、形ZS-Lのマニュアルの記載項目にし

たがっ て、 ご使用 く だ さい。

安全上の要点

使用上の注意
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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このマニュアルの読み方

ページフ ォーマ ッ ト について

大見出し

大見出しの概要

中見出し

章番号と大見出し

イ ンデ ッ クスラベル

補足説明

知ってお く と便利なこ とや参照ページなどにはマーク を

つけて紹介し ています。

※このページは存在し ません

中見出しの概要

章番号と章タ イ ト ルを示し

ています。
5
NS スマー ト モニ タ

ユーザーズマニュアル
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はじめに
このマニュアルの読み方
■ 記号の意味
NS スマー ト モニ タ上に表示されるウ ィ ン ド ウ、 ダイアログなどは、 [ 　 ]で囲んで表記

し ています。

■ マークの意味

操作する上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ドバイスなど、 その性能について特に大切な

ポイ ン ト がま とめられています。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と を示し ています。
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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第1章
NSスマー ト モニ タの特長
NSスマー ト モニ タの特長
NS Smart Monitor （スマー ト モニ タ） は、 形ZSシ リーズスマー ト センサの計測値の表示 ・

グラ フ表示 ・ 設定データの読込 ・ 保存などをプログラ マブルター ミ ナルNS上で行 う ため

のソ フ ト ウ ェ アです。

プログラマブルター ミ ナルNSと、マルチコ ン ト ローラ形ZS-MDCまたはセンサコ ン ト ロー

ラ形ZS-LDCをRS-232Cで直接接続する こ と によ り、 スマー ト センサの設定 ・ 計測値の表

示 ・ グラ フ表示などが可能にな り ます。

計測値のグラ フ表示

機能設定

計測値の表示

センシング設定
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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第1章
システム構成
システム構成
システム構成を次に示し ます。

NSスマー ト モニ タ とパソ コ ン用スマー ト モニ タZeroを同時に使用する こ とはできません。

NSスマー ト モニ タ使用時は、マルチコ ン ト ローラまたはセンサコ ン ト ローラのUSBにパソ コ ン用スマー

ト モニ タZeroを接続し ないで く だ さい。

NSスマー ト モニ タ とパソ コ ン用スマー ト モニ タ Zero を同時に接続する と、 通信エラーが発生し、 NSス

マー ト モニ タ、 パソ コ ン用スマー ト モニ タZeroが正常に動作し な く な り ます。

● マルチコ ン ト ローラ形ZS-MDCに接続する場合

NS スマー ト モニ タ をマルチ コ ン ト ローラに接続し た と きは、 モニ タする対象コ ン ト ロー

ラ を選択する こ とによ り センサコ ン ト ローラ を直接モニ タ できます。

対象コ ン ト ローラの選択は、 対象コ ン ト ローラに割付けられている CH （チ ャネル） 番号

を指定し ます。

CH （チャネル） 番号の割付については、 形ZS-MDCユーザーズマニュアルを参照し て く だ

さい。
1-3
NS スマー ト モニ タ

ユーザーズマニュアル
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第1章
システム構成
● センサコ ン ト ローラ形ZS-LDCに接続する場合

NSスマー ト モニ タ をセンサコ ン ト ローラに接続し た と きは、 接続されているセンサコ

ン ト ローラのみモニ タ可能です。

NS本体の使用方法には、 「NSスマー ト モニ タ専用と し て使用する方法」 と、 「プログラマ

ブルコ ン ト ローラ と接続し、 ユーザ作成画面と NS スマー ト モニ タ を切替えて使用する方

法」 があ り ます。

･スマー ト モニ タ専用で使用する場合

･NSスマー ト モニ タ とユーザ作成画面を切替えて使用する場合

（コ ン ト ローラ、 プログラマブルコ ン ト ローラの接続は、 変更し ない）
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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第1章
システム構成
･NSスマー ト モニ タ とユーザ作成画面を切替えて使用する場合

（コ ン ト ローラ、 プログラマブルコ ン ト ローラの接続も用途に合わせて変更する）

NS スマー ト モニ タ とユーザ作成画面を切替える と きは、 NS 本体をいったんリ セ ッ ト する必要が

あ り、 ユーザ作成画面とNSスマー ト モニ タ を同時に表示する こ とはできません。

マルチコ ン ト ローラ/センサコ ン ト ローラ との通信は、 NSスマー ト モニ タのと きのみ可能です。

プログラマブルコ ン ト ローラ との通信は、 ユーザ作成画面のと きのみ可能です。
1-5
NS スマー ト モニ タ

ユーザーズマニュアル
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第1章
NSスマー ト モニ タの制約事項
NSスマー ト モニ タの制約事項

● NS スマー ト モニ タ とパソ コ ン用スマー ト モニ タ Zero を同時に使用する

こ とはできません。

NSスマー ト モニ タ使用時は、 マルチコ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ローラのUSBにパソ

コ ン用スマー ト モニ タZeroを接続し ないで く だ さい。

NSスマー ト モニ タ とパソ コ ン用スマー ト モニ タ Zeroを同時に接続する と、 通信エ ラー

が発生し、 NSスマー ト モニ タ、 パソ コ ン用スマー ト モニ タ Zeroが正常に動作し な く な

り ます。

● NSスマー ト モニ タの使用時に、 マルチコ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ロー

ラ上でキー操作を行わないで く だ さい。 また、 外部入力線を使用し てバ

ン ク切替を行わないで く だ さい。

このよ う な操作を行った場合、 通信エ ラーが発生し、 NSスマー ト モニ タが正常に動作

し な く な り ます。
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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第1章
NSスマー ト モニ タの動作環境
NSスマート モニタ の動作環境

● NSスマー ト モニ タが起動できるNS本体、 およびシステムバージ ョ ンは、

以下のとお り です。

NS本体の形式、 システムバージ ョ ンをご確認 く だ さい。

● NS スマー ト モニ タ を動作させるためには、 メ モ リ カー ド （CF） が必要

です。 別途ご用意 く だ さい。

■推奨メ モ リ カー ド

システムで使用する容量は、 約12Mバイ ト です。

グラ フデータのフ ァ イル保存を行う と、 1回につき約600Kバイ ト 必要です。

グラ フデータの保存回数など も考慮し て、 メ モ リ カー ド をご用意 く だ さい。

形式 システムバージ ョ ン

形NS10-TV0□-V2 6.02以降

形NS8-TV□□-V2 6.02以降

形NS5-SQ0□-V2 6.20以降

形NS5-TQ0□-V2 6.20以降

形NS5-MQ0□-V2 6.20以降

形式 メ モ リ容量 メ モ リのタ イプ

HMC-EF172 15M フ ラ ッ シュ メ モ リ

HMC-EF372 30M

HMC-EF672 64M
1-7
NS スマー ト モニ タ

ユーザーズマニュアル
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作業手順
全体的な作業手順について説明し ます。

(1) 接続 ・ 配線

センサヘ ッ ド ・ センサコ ン ト ローラ ・ マルチコ ン ト ローラ、 および NS 本体を接続し

ます。

コ ン ト ローラ と NS 本体の接続は、 「システム構成」 をご覧 く だ さい。

･システム構成 　 p.1-3

･配線については、 各コ ン ト ローラのユーザーズマニュアルを参照し て く だ さい。

(2) システムプログラムを メ モ リ カー ド にコ ピーし て、 NS 本体に装着

NS スマー ト モニ タの CD 内のシステムプログラムを メ モ リ カー ド にコ ピーし、NS 本

体に装着し ます。

･システムプログラムのメ モ リ カー ドへのコ ピー 　 p.2-1

･推奨メ モ リ カー ド 　 p.1-7

(3) 電源の投入

センサコ ン ト ローラ ・ マルチコ ン ト ローラ、 および NS 本体の電源を投入し ます。

センサコ ン ト ローラ ・ マルチ コ ン ト ローラ と正常に通信できた場合は、 メ イ ン画面

を表示し ます。 正常に通信できなかった場合には、 次のメ ッ セージを表示し ます。

「データ受信中にタ イムアウ ト が発生し ま し た。続行し ますか？いいえを選択する

と通信設定を確認できます。」

こ こ で 「いいえ」 を選択する と [ システム メ ニュー （通信設定） ] 画面を表示し ます。

[ 通信設定画面 ] が表示された と きは、 センサコ ン ト ローラ またはマルチコ ン ト ロー

ラ との接続ポー ト やボーレー ト 、 データ長などの通信設定を確認し て く だ さい。

通信画面の操作方法 （システムメ ニュー） 　 p.3-22
NS スマー ト モニ タ
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(4) NS スマー ト モニ タの操作

各コ ン ト ローラからの変位デー タ を波形表示させた り、 計測に関する設定を行いま

す。

マルチ コ ン ト ローラに接続されているセンサコ ン ト ローラの設定や計測値を表示し

たい場合は、NS 本体の表示画面上の [CH] 欄を変更し、対象コ ン ト ローラの CH（チャ

ネル） 番号を選択し ます。

NS スマー ト モニ タ では、 次の設定 ・ 表示が可能です。

･計測値を表示する 

･計測値をグラ フ表示する 

･センシング設定をする 

･機能設定をする 

計測値などのモニ タ を行 う コ ン ト ローラの種類によ り、 設定や表示でき る内容が異

な り ます。

･接続先、 およびモニ タ対象がマルチコ ン ト ローラの場合

･接続先がマルチコ ン ト ローラ、 およびモニ タ対象がセンサコ ン ト ローラの場合
1-9
NS スマー ト モニ タ
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･接続先がセンサコ ン ト ローラの場合

(5) マルチ コ ン ト ローラおよびセンサコ ン ト ローラの操作

現在の計測値を表示し ます。

計測値に対する し き い値の設定や計測に関する各種入力は、 各コ ン ト ロー ラ上の

キー操作でも行えます。

NSスマー ト モニ タの使用時に、 マルチコ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ローラ上でキー操作を行わな

いで く だ さい。 また、 外部入力線を使用し てバン ク切替を行わないで く だ さい。

このよ う な操作を行った場合、 通信エラーが発生し、NSスマー ト モニ タが正常に動作し な く な り

ます。
NS スマー ト モニ タ
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NSスマー ト モニ タの起動と終了
NSスマー ト モニ タの起動方法には、 次の2つの方法があ り ます。

■ NS本体をNSスマー ト モニ タ専用で使用する
NS本体にNSスマー ト モニ タ自動起動用メ モ リ カー ド を装着し た状態でNS本体を起動

する と、 NSスマー ト モニ タが起動し ます。

NSスマー ト モニ タ自動起動用メ モ リ カー ド をNS本体から外し てNSを起動する と、ユー

ザ作成画面を起動し ます。

NSスマー ト モニ タ自動起動の手順 　 p.2-4

■ NSスマー ト モニ タ とユーザ作成画面を切替えて使用する
NS本体にNSスマー ト モニ タ選択起動用メ モ リ カー ド を装着し た状態で、NSの 「システ

ム メ ニュー」の操作でNSスマー ト モニ タ とユーザ作成画面を切替える こ とができます。

NSスマー ト モニ タ起動状態で、 NS本体を リ セ ッ ト または電源OFF→ONする と、 NSス

マー ト モニ タ を起動し ます。

NS スマー ト モニ タ とユーザ作成画面を切替える と きは、 NS本体をいったんリ セ ッ ト する必要があ

り、 ユーザ作成画面とNSスマー ト モニ タ を同時に表示する こ とはできません。

マルチコ ン ト ローラ/センサコ ン ト ローラ との通信は、 NSスマー ト モニ タのと きのみ可能です。

プログラ マブルコ ン ト ローラ との通信は、 ユーザ作成画面のと きのみ可能です。

･NSスマー ト モニ タ選択起動の手順 　 p.2-7

･NSスマー ト モニ タからユーザ作成画面への切替え方法 　 p.2-11
NS スマー ト モニ タ
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NSスマー ト モニ タの起動方法
NSスマー ト モニ タ用CD-ROMには、 次のフ ァ イルが格納されています。

使用するNS本体の形式に合わせて必要なフ ァ イルを選択し ます。

NS5SmartMonAUTO.exe ： 形NS5のNSスマー ト モニ タ自動起動用

NS5SmartMonEXT.exe ： 形NS5のNSスマー ト モニ タ選択起動用

NS8SmartMonAUTO.exe ： 形NS8/NS10のNSスマー ト モニ タ自動起動用

NS8SmartMonEXT.exe ： 形NS8/NS10のNSスマー ト モニ タ選択起動用

形NS12を使用し ている と きは、 NS8SmartMonAUTO.exe、 NS8SmartMonEXT.exeを使用し ます。

ただ し、 NSスマー ト モニ タの表示サイズがVGAサイズで表示されます。

「NS スマー ト モニ タ自動起動の手順」 と 「NS スマー ト モニ タ選択起動の手順」 では、 NS本体に装着す

る メ モ リ カー ド に格納するシステムプログラムが異な り ますので注意し て く だ さい。

NS12画面表示

サイズ
2-3
NS スマー ト モニ タ
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NSスマー ト モニ タ自動起動の手順

NSスマー ト モニ タ自動起動の手順をNS5の場合を例にあげて説明し ます。

1. NSスマー ト モニ タCD-ROM内のNS5SmartMonAUTO.exeフ ァ イルを、いったんパソ

コ ンのハー ド デ ィ スクにコ ピーし ます。

2. パソ コ ンにコ ピーし たNS5SmartMonAUTO.exeフ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。

次のデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルが作成されます。

\NS5SmartMonAUTO \BIN

\ETC

\ETCSYS

\FGW

\FONT

\OTHER

\RUN

\SYS

BankName.txt

datalog.cfg

DefBaseLDC.ini

DefBaseLDCR.ini

DefBaseMDC.ini

DefBaseMDCR.ini

EXTPROG1.LST

Label.txt

mm.txt

omron.hst

print.cfg

SmartMon.IPP

time.txt

unit.txt

unitcom.txt

unitcom1.txt

PNLPG000.IPW

PNLPG001.IPW

PNLPG002.IPW

PNLPG003.IPW

PNLPG004.IPW

PNLPG005.IPW

PNLPG006.IPW

PNLPG007.IPW

PNLPG00A.IPW

PNLPG00B.IPW

PNLPG00F.IPW

PNLPG010.IPW

PNLPGFFE.IPW

PNLPGFFF.IPW
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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3. 「NS5SmartMonAUTO」 デ ィ レ ク ト リの下のフ ォルダ、 フ ァ イルを メ モ リ カー ドの

ルー ト デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

4. NS本体の電源をOFF にし て、 本体側面のメ モ リ カー ド用コネク タに、 上記メ モ リ

カー ド を装着し ます。

･ メ モ リ カー ド を着脱する と きは必ずNS本体の電源をOFF にし てから行って く だ さい。

･ 電源を ON/OFF する場合やリ セ ッ ト スイ ッ チを押す場合は、 システムの安全を確かめてか

ら操作し て く だ さい。

･ メ モ リ カー ド アクセス中はNS本体の電源をOFF にし た り、 メ モ リ カー ド を抜いた り し ない

で く だ さい。

5. NS本体をマルチコ ン ト ローラ、またはセンサコ ン ト ローラ と接続し て、NS本体の

電源をONし ます。

次の起動画面が表示されます。

NSスマー ト モニ タの各画面の表示に使用する言語を選択し ます。

言語選択後、 画面上の指示どお り、 ZSシ リーズのコ ン ト ローラが起動完了し た後

で、 [OK]ボタ ンを押し て く だ さい。

NSスマー ト モニ タ起動時は、 前回選択された言語で表示されます。

初めてNS ス マー ト モ ニ タ を 起動 し た場合、 起動画面は英語で表示 さ れま す。 [ 日本語/

Japanese]ボタ ンを選択する と、 日本語表示に切替り ます。

\NS5SmartMonAUTO \BIN E: \BIN

\ETC \ETC

\ETCSYS \ETCSYS

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

PNLPG003.IPW PNLPG003.IPW

PNLPG004.IPW PNLPG004.IPW

PNLPG005.IPW PNLPG005.IPW

（ ド ラ イ ブEがメ モ リ カー ド のと き）
2-5
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ユーザーズマニュアル



2-6

第
 2

 章
起

動
と

終
了

第2章
NSスマー ト モニ タの起動方法
6. NSスマー ト モニ タのプログラムが実行され、 次のメ イ ン画面が表示されます。

正常に通信できなかった場合には、 次のメ ッ セージを表示し ます。

「デー タ受信中に タ イムアウ ト が発生し ま し た。 続行し ますか？いいえを選択

する と通信設定を確認できます。」

こ こ で 「いいえ」 を選択する と[システム メ ニュー （通信設定） ]画面を表示し ます。

[ システム メ ニュー （通信設定） ]画面が表示された と きは、 センサコ ン ト ローラ

またはマルチコ ン ト ローラ との接続ポー ト やボーレー ト 、 データ長などの通信設

定を確認し て く だ さい。

通信設定画面の操作方法 （システムメ ニュー） 　 p.3-22

接続待機画面表示中に、 コ ン ト ローラ との通信が正常に戻れば自動的に メ イ ン画

面に切替り ます。

･ NSスマー ト モニ タ起動中は、 絶対に メ モ リ カー ド をNS本体から外さ ないで く だ さい。

NSスマー ト モニ タが正常に動作できな く な り ます。

･ NS スマー ト モニ タ起動中に NS 本体から メ モ リ カー ドが外れた と きは、 メ モ リ カー ド装着

後、 NS本体を リ セ ッ ト し て く だ さい。

･ 起動時に次のメッセージが表示され、 正しく起動しない場合は、 NS本体のシステムバージョンが

「6.02」 よりも古い可能性があります。

NSスマートモニタCD-ROM内には、 NS本体のシステムバージョン 「6.20」 が同梱されています。

同じくCD-ROM内に同梱されている 「NS本体システムをV6.20にアップデートする手順.pdf」 を参

考にして、 NS本体のシステムバージョンを 「6.20」 にアップデートしてください。

「ホス ト 登録の読み出し に失敗し ま し た。 サポー ト ツールでホス ト 登録を修正し てから

OKボタ ンを押し、 プロジ ェ ク ト データ を転送し て く だ さい。」

または、

「プロジ ェ ク ト [Data log]の読出しができませんで し た。OKボタ ンを押し てから、プロジ ェ

ク ト データ を転送し て く だ さい。」

[書き込み]ボタ ン

通信設定を変更し て、 NS本体を リ セ ッ ト

通信設定画面
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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NSスマー ト モニ タ選択起動の手順

ユーザ作成画面が表示されているNS本体において、 ユーザ作成画面から NSスマー ト モニ

タに切替えて起動する手順をNS5の場合を例にあげて説明し ます。

1. NSスマー ト モニ タ CD-ROM内のNS5SmartMonEXT.exe フ ァ イルを、 いったんパソ

コ ンのハー ド デ ィ スクにコ ピーし ます。

2. パソ コ ンにコ ピーし たNS5SmartMonEXT.exeフ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。

次のデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルが作成されます。

\NS5SmartMonEXT \ETC

\ExtBootsmart \BIN 

\ETCSYS

\FGW

\FONT

\OTHER

\SYS

\RUN

\sys

datalog.cfg

DefBaseLDC.ini

DefBaseLDCR.ini

DefBaseMDC.ini

DefBaseMDCR.ini

omron.hst

print.cfg

SmartMon.IPP

STARTUP.BAT

BankName.txt

Label.txt

mm.txt

time.txt

unit.txt

unitcom.txt

unitcom1.txt

PNLPG000.IPW

PNLPG001.IPW

PNLPG002.IPW

PNLPG003.IPW

PNLPG004.IPW

PNLPG005.IPW

PNLPG006.IPW

PNLPG007.IPW

PNLPG00A.IPW

PNLPG00B.IPW

PNLPG00F.IPW

PNLPG010.IPW

PNLPGFFE.IPW

PNLPGFFF.IPW
2-7
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3. 「NS5SmartMonEXT」 デ ィ レ ク ト リ の下のフ ォルダ、 フ ァ イルを メ モ リ カー ド の

ルー ト デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

4. NS本体の電源をOFF にし て、 本体側面のメ モ リ カー ド用コネク タに、 上記メ モ リ

カー ド を装着し ます。

･ メ モ リ カー ド を着脱する と きは、 必ずNS本体の電源をOFF にし てから行って く だ さい。

･ 電源を ON/OFF する場合やリ セ ッ ト スイ ッ チを押す場合は、 システムの安全を確かめてか

ら操作し て く だ さい。

･ メ モ リ カー ド アクセス中はNS本体の電源をOFF にし た り、 メ モ リ カー ド を抜いた り し ない

で く だ さい。

5. NS本体をマルチコ ン ト ローラ、またはセンサコ ン ト ローラ と接続し て、NS本体の

電源をONし ます。

6. NS 本体が運転モー ド状態または画面右下に 「Connecting...」 が表示されたら、 NS

本体のタ ッ チパネルの4 隅のう ち 2 箇所を同時に押し て、 [システム メ ニュー ]画

面を表示し ます。

\NS5SmartMonEXT \ETC E: \ETC

\ExtBootsmart \ExtBootsmart

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

PNLPG003.IPW PNLPG003.IPW

PNLPG004.IPW PNLPG004.IPW

PNLPG005.IPW PNLPG005.IPW

（ ド ラ イ ブEがメ モ リ カー ド のと き）

4隅のう ち2箇所を

同時押し
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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7. [特殊画面]を選択し、 [→]/[←]ボタ ンによ り特殊画面の （2/2） ページの 「特殊機

能」 を表示し ます。

8. 「特殊機能」 の中の[NSスマー ト モニ タ]を選択し、 [実行]ボタ ンを押し ます。

NS本体がいったんリ セ ッ ト され、 NSスマー ト モニ タが起動されます。

（「特殊機能」 に 「NSスマー ト モニ タ」 が表示されていない場合は、 メ モ リ カー ド

内の構成を確認の上、 再度上記4.から の操作を し なおし て く だ さい。）

NSスマー ト モニ タが起動する と、 次の起動画面が表示されます。

NSスマー ト モニ タの各画面の表示に使用する言語を選択し ます。

言語選択後、 画面上の指示どお り、 ZSシ リーズのコ ン ト ローラが起動完了し た後

で、 [OK]ボタ ンを押し て く だ さい。

NSスマー ト モニ タ起動時は、 前回選択された言語で表示されます。

初めてNS ス マー ト モ ニ タ を 起動 し た場合、 起動画面は英語で表示 さ れま す。 [ 日本語/

Japanese]ボタ ンを選択する と、 日本語表示に切替り ます。

表示項目の

切替え 選択
2-9
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9. NSスマー ト モニ タのプログラムが実行され、 次のメ イ ン画面が表示されます。

正常に通信できなかった場合には、 次のメ ッ セージを表示し ます。

「デー タ受信中に タ イムアウ ト が発生し ま し た。 続行し ますか？いいえを選択

する と通信設定を確認できます。」

こ こ で 「いいえ」 を選択する と[システム メ ニュー （通信設定） ]画面を表示し ます。

[ システム メ ニュー （通信設定） ]が表示された と きは、 センサコ ン ト ローラ また

はマルチコ ン ト ローラ との接続ポー ト やボーレー ト 、 データ長などの通信設定を

確認し て く だ さい。

通信設定画面の操作方法 （システムメ ニュー） 　 p.3-22

接続待機画面表示中に、 コ ン ト ローラ との通信が正常に戻れば自動的に メ イ ン画

面に切替り ます。

･ NSスマー ト モニ タ起動中は、 絶対に メ モ リ カー ド をNS本体から外さ ないで く だ さい。

NSスマー ト モニ タが正常に動作できな く な り ます。

･ NS スマー ト モニ タ起動中に NS 本体から メ モ リ カー ドが外れた と きは、 メ モ リ カー ド装着

後、 NS本体を リ セ ッ ト し て く だ さい。

･ 起動時に次のメッセージが表示され、 正しく起動しない場合は、 NS本体のシステムバージョンが

「6.02」 よりも古い可能性があります。

NSスマートモニタCD-ROM内には、 NS本体のシステムバージョン 「6.20」 が同梱されています。

同じくCD-ROM内に同梱されている 「NS本体システムをV6.20にアップデートする手順.pdf」 を参

考にして、 NS本体のシステムバージョンを 「6.20」 にアップデートしてください。

「ホス ト 登録の読み出し に失敗し ま し た。 サポー ト ツールでホス ト 登録を修正し てから

OKボタ ンを押し、 プロジ ェ ク ト データ を転送し て く だ さい。」

または、

「プロジ ェ ク ト [Data log]の読出しができませんで し た。OKボタ ンを押し てから、プロジ ェ

ク ト データ を転送し て く だ さい。」

[書き込み]ボタ ン

通信設定を変更し て、 NS本体を リ セ ッ ト

通信設定画面
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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NSスマー ト モニタからユーザ作成画面への切替え方法
NS スマー ト モニ タの選択起動において、 NSスマー ト モニ タからユーザ作成画面に切替え

る手順は次のとお り です。

1. NS本体のタ ッ チパネル4 隅のう ち2 箇所を同時に押し て、 [システム メ ニュー ]画

面を表示し ます。

2. [起動選択]ボタ ンを押し て、 [システム メ ニュー （起動選択） ]画面を表示し ます。

3. [NS SYSTEM]を選択し て、 [書き込み]ボタ ンを押し ます。

4隅のう ち2箇所を同時押し
2-11
NS スマー ト モニ タ
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NSスマー ト モニ タからユーザ作成画面への切替え方法
4. NS本体がリ セ ッ ト され、 ユーザ作成画面で起動されます。

ユーザ作成画面から、 再度、 NSスマー ト モニ タ で起動する と きは、 NSスマー ト モニ タ選択起

動用メ モ リ カー ド装着状態で、 「NSスマー ト モニ タの起動方法」 の 「NSスマー ト モニ タ選択

起動の手順」 の6.以降の操作を行って く だ さい。
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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計測値をモニ タする （メ イ ン画面） 3-3

計測値をグラ フ で表示する （グラ フ画面） 3-6

センシング項目を設定する （センシング設定画面） 3-9

コ ン ト ローラの条件を設定する （機能設定画面） 3-14

システム メ ニュー 3-22
3-1
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画面構成
NSスマー ト モニ タ では、ZSシ リーズのコ ン ト ローラの変位データ を波形表示させた り、計

測に関する設定を行う ために、 次の画面を表示し ます。

各画面への切替えは、画面上部の[メ イ ン]、[グラ フ]、[センシング設定]、[機能設定]、[Ver.]

ボタ ンを押し ます。

計測値や各種入出力など現

在の各コ ン ト ローラの状態

を表示できます。

マルチコ ン ト ローラに接続

し ている と きは、 [CH]選択

によ り各センサコ ン ト ロー

ラの状態を表示できます。

メ イ ン画面

NS起動

グラ フ画面

計測値の状態をグラ フで表示

できます。

接続し ている コ ン ト ローラに

対し てのみ可能です。

p.3-6

センシング設定画面

センシング設定画面です。

各機能の詳細については、 ご

使用のコ ン ト ローラのユー

ザーズマニュアルをご覧 く だ

さい。 センサコ ン ト ローラに

対し てのみ可能です。

p.3-9
機能設定画面

機能設定画面です。

各機能の詳細については、 ご

使用のコ ン ト ローラのユー

ザーズマニュアルをご覧 く だ

さい。

p.3-14

バージ ョ ン表示画面

NSスマー ト モニ タのバー

ジ ョ ンを表示し ます。

システム メ ニュー （通信設定） 画面

スマー ト センサの接続先ポー ト

および通信速度、 データ長など

の通信設定やNS本体の画面のコ

ン ト ラス ト 調整、 バッ ク ラ イ ト

輝度、 ブザー音などの設定を し

ます。

p.3-22

[書込み]

ボタ ンを

押す

通信異常のと き

p.3-3
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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計測値をモニ タする （メ イ ン画面）
計測値や各種入出力など、 現在の各コ ン ト ローラの状態を表示する こ とができます。

(1) CH 表示、 CH 切替えプルダウン メ ニュー

計測値や状態を表示する コ ン ト ローラの対象 CH を選択し ます。

対象 CH の選択は、 マルチコ ン ト ローラ接続時のみ可能です。

(2) TASK 表示、 TASK 切替えプルダウン メ ニュー

計測値や状態を表示する コ ン ト ローラの TASK を選択し ます。

対象 CH がマルチコ ン ト ローラ と センサコ ン ト ローラで異な り ます。

･対象CHがマルチコ ン ト ローラのと き

「TASK1」 ～ 「TASK4」 の範囲で選択可能です。

･対象CHがセンサコ ン ト ローラのと き

「TASK1」 ～ 「TASK3」 の中から選択可能です。

センサコ ン ト ローラでは、 次のよ う に設定する と2領域計測にな り ます。

･ [ガラス材質]を[膜付き ・ その他]

･ [ガラス厚み計測モー ド]を[移動]

TASK結果は、 2領域計測時とそれ以外の場合で次のよ う に変化し ます。

*1 ： 厚みを計測する設定の場合は、 厚み距離値と な り ます。

そ う でない場合は、 表面の距離値と な り ます。

*2 ： 常に異常値 （Error） と な り ます。

(3) BANK 切替えプルダウン メ ニュー

計測値や状態を表示する コ ン ト ローラの BANK を選択し ます。

BANK の切替えには、 少し時間がかかる こ とがあ り ます。

2領域計測時 それ以外の場合

TASK1 表面の距離値 計測結果 （*1）

TASK2 裏面の距離値 未使用 （*2）

TASK3 厚みの距離値 未使用 （*2）

(1)

(4)

(5)

(6)

(8)

(3)

(7)

(2)
3-3
NS スマー ト モニ タ

ユーザーズマニュアル



3-4

第
 3

 章
操

作
方

法

第3章
計測値をモニ タする （メ イ ン画面）
(4) 表示灯

LD-ON、 ZERO、 ENABLE、 HIGH、 PASS、 LOW の現在状態を表示し ます。

(5) 計測値表示部

現在の計測値を表示し ます。

各コ ン ト ローラのメ イ ンデジ タルと同じ機能です。

･ 計測異常のと きは、 「ERROR」 が表示されます。

･ 表示部には、 任意の文字 （全角5文字、 半角10文字） を表示できます。 表示する文

字は、 [機能設定 （ラベル設定） ]画面で設定し ます。

表示設定 　 p.3-21

(6) し きい値表示部

現在の L し きい値と H し きい値を表示し ます。

[ 設定 ] ボタ ンを押すと、 次の画面に切替り、 し きい値の設定が可能と な り ます。

（H し きい値 - ヒ ス幅） > L し きい値の範囲内で設定できます。

(7) サブ表示部

受光量、 電流値、 電圧値、 分解能、 投光量、 現在値を切替えて表示し ます。

表示の切替えは [>>] ボタ ンを押し ます。

対象 CH のコ ン ト ローラによ り、 表示される項目が異な り ます。

受光量 ： 対象CHがセンサコ ン ト ローラのと きのみ表示し ます。

電流値 ： 対象CHのコ ン ト ローラの設定が 「電流」 に設定されている と きのみ

表示し ます。

電圧値 ： 対象CHのコ ン ト ローラの設定が 「電圧」 に設定されている と きのみ

表示し ます。

分解能 ： 常に表示されます。

投光量 ： 対象CHがセンサコ ン ト ローラのと きのみ表示し ます。

現在値 ： 常に表示されます。

分解能、 現在値表示時は、 ラベルも表示し ます。

･ 各項目表示において、 計測異常のと きは 「ERROR」 が表示されます。

･ ラベルは、 [機能設定 （ラベル設定） ]にて任意の文字 （全角5文字、 半角10文字） を設定し て、

表示する こ とができます。

表示設定 　 p.3-21

欄を押すと値設定用入力パッ ド

を表示し ます。
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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(8) [ 外部入力 ] ボタ ン

対象 CH のコ ン ト ローラの外部入力線を無効に し、 各入力ボタ ンを有効に し ます。

外部入力線を使用し て計測を行っ ている場合は、 ご注意 く だ さい。

[ 外部入力 ] ボタ ンを押すと、 表示が次のよ う に替り ます。

LD-OFF [ 開始 ]/[ 終了 ] ボタ ン

[ 開始 ] ボタ ンを押すと、 レーザの投光を停止し、 [ 終了 ] ボタ ンにな り ます。

[ 終了 ] ボタ ンを押すと、 レーザの投光を再開し、 [ 開始 ] ボタ ンにな り ます。

TIMING [ 入力 ] ボタ ン

[ 入力 ] ボタ ンを押し ている間、 コ ン ト ローラはタ イ ミ ング入力 ON 状態にな

り ます。

RESET [ 実行 ] ボタ ン

[ 実行 ] ボタ ンを押し ている間、 コ ン ト ローラはホールド リ セ ッ ト ON 状態に

な り ます。

ZERO [ 実行 ]/[ 解除 ] ボタ ン

[実行]ボタ ンを押すと、ゼロ リ セ ッ ト 処理を実行し、[解除]ボタ ンにな り ます。

[解除]ボタ ンを押すと、ゼロ リ セ ッ ト 状態を解除し、[実行]ボタ ンにな り ます。

[ 戻る ] ボタ ン

外部入力線を有効にし、 「CH」、 「TASK」、 「BANK」 表示に戻り ます。

[グラ フ]画面、 [センシング設定]画面、 [機能設定]画面へ切替えたい場合は、 外部入力を有効にす

る必要があ り ます。
3-5
NS スマー ト モニ タ
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計測値をグラ フで表示する （グラ フ画面）
計測値の状態をグラ フ で表示する こ とができます。

接続し ている コ ン ト ローラに対し てのみ可能です。

(1) CH 表示

計測値をグラ フ で表示する対象のコ ン ト ローラ （接続されている コ ン ト ローラ） の

CH 番号を表示し ます。

(2) TASK 表示、 TASK 切替えプルダウン メ ニュー

計測値をグラ フで表示する コ ン ト ローラの TASK を選択し ます。

対象 CH がマルチコ ン ト ローラ と センサコ ン ト ローラで異な り ます。

･対象CHがマルチコ ン ト ローラのと き

「TASK1」 ～ 「TASK4」、 「入力A」 ～ 「入力I」 の範囲で選択可能です。

･対象CHがセンサコ ン ト ローラのと き

「TASK1」 ～ 「TASK3」 の中から選択可能です。

TASKについて 　 p.3-3

(3) BANK 切替えプルダウン メ ニュー

計測値をグラ フで表示する コ ン ト ローラの BANK を選択し ます。

BANK の切替えには、 少し時間がかかる こ とがあ り ます。

(4) [Start]/[Stop] ボタ ン

グラ フ表示を開始、 停止し ます。

(5) 計測値グラ フ表示

計測値をグラ フで表示し ます。

「計測値」 を黒色の実線で、 「H し きい値」 を赤色の点線で、 「L し きい値」 を青色の

点線で表示し ます。

グラ フは、 3 分 20 秒分の計測値を保持し ます。

(6) タ イ ミ ング信号

タ イ ミ ング信号の ON/OFF 状態を タ イ ミ ングチャー ト で表示し ます。

(10)

(4)

(5)

(7)

(2) (8) (9) (3)

(6)

(1)

(11)
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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(7) グラ フ表示スク ロール [<<]、 [<]、 [>]、 [>>] ボタ ン

グラ フ表示の時間軸をスク ロールし ます。

[<<] ：グラ フ表示を1ページ分戻し ます。

[<] ：グラ フ表示を1目盛り分戻し ます。

横軸スケールが 「500ms/div」 に設定されている と きは、 2目盛り分

戻し ます。

[>] ：グラ フ表示を1目盛り分進めます。

横軸スケールが 「500ms/div」 に設定されている と きは、 2目盛り分

進めます。

[>>] ：グラ フ表示を1ページ分進めます。

計測データ取込み中は、 操作できません。

(8) [ し きい値 ] ボタ ン

次の画面に切替り、 し きい値の設定が可能と な り ます。

（H し きい値 - ヒ ス幅） > L し きい値の範囲内で設定できます。

(9) [ スケール ] ボタ ン

次の画面に切替り、縦軸 （数値軸） スケールと横軸 （時間軸） スケールを設定し ます。

縦軸スケール ：グラ フ描画部の縦軸スケールを設定し ます。

縦軸中心 ：グラ フ描画部の縦軸中心値を設定し ます。

入力範囲内の値を設定できます。

設定値は、 最小入力幅の値で四捨五入されます。

横軸スケール ：描画するグラ フの横軸スケールを設定し ます。

欄を押すと値設定用入力パッ ド

を表示し ます。

プルダウン メ ニューで選択リ ス ト を表示し ます。

欄を押すと値設定用入力パッ ド を表示し ます。

プルダウン メ ニューで選択リ ス ト を表示し ます。
3-7
NS スマー ト モニ タ
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(10) [ オー ト ] ボタ ン

グラ フ描画部に H し きい値と L し きい値が表示できるスケールに縦軸を設定し ます。

(11) [ 波形 ] ボタ ン

表示中のグラ フ波形を CSV フ ァ イルで保存し ます。

保存先はメ モ リ カー ドの Log フ ォルダ内です。

保存フ ァ イル名は次のとお り です。

GRAPH***.csv  （*** は、 000 ～ 999 の連番が自動的に付加されます。）
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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センシング項目を設定する （センシング設定画面）
センシング設定画面です。

各機能の詳細については、 ご使用のコ ン ト ローラのユーザーズマニ ュ アルをご覧 く だ さ

い。

センサコ ン ト ローラに対し てのみ可能です。

(1)

(5)

(3)

(4)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(2)

[テ ィ ーチング]ボタ ンは、2領域計測の設定が

有効になっている と きのみ操作可能です。
3-9
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(1) CH 表示、 CH 切替えプルダウン メ ニュー

計測値や状態を表示する コ ン ト ローラの対象 CH を選択し ます。

対象 CH の選択は、 マルチコ ン ト ローラ接続時のみ可能です。

(2) 領域表示、 領域切替えプルダウン メ ニュー

2 領域計測時の表示エ リ アを選択し ます。

ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部には、 指定し た領域のラ イ ンブ ラ イ ト 波形を表示し ます。

2 領域計測の設定が有効のと きのみ操作可能です。

(3) BANK 切替えプルダウン メ ニュー

計測値や状態を表示する コ ン ト ローラの BANK を選択し ます。

BANK の切替えには、 少し時間がかかる こ とがあ り ます。

(4) センシング状態表示

現在値、 受光量、 投光量を表示し ます。

現在値 ： 計測対象面のセンシング結果の距離を表示し ます。

受光量 ： 計測対象面の受光量を表示し ます。

投光量 ： 現在のセンサヘ ッ ドの投光量を表示し ます。

(5) ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部

ラ イ ンブ ラ イ ト データ をグラ フで表示し ます。

[64]/[128]/[192]/[255] ボ タ ンによ り、 グラ フの横方向の表示範囲を切替える こ とが

できます。

[64] ボタ ン ： 受光量 0 ～ 64 の範囲でグラ フ を表示し ます。

[128] ボタ ン ： 受光量 0 ～ 128 の範囲でグラ フ を表示し ます。

[192] ボタ ン ： 受光量 0 ～ 192 の範囲でグラ フ を表示し ます。

[255] ボタ ン ： 受光量 0 ～ 255 の範囲でグラ フ を表示し ます。

「S」 バーは、 領域の開始位置を示し ます。

「E」 バーは、 領域の終了位置を示し ます。

十字表示は、 ラ イ ンブ ラ イ ト のピーク値を示し ます。

(6) [ 計測開始 ]/[ 計測停止 ] ボタ ン

[ 計測開始 ] ボタ ンを押すと、 センシング状態、 ラ イ ンブ ラ イ ト データのモニ タ を開

始し ます。

[ 計測停止 ] ボタ ンを押すと、 センシング状態、 ラ イ ンブ ラ イ ト データのモニ タ を停

止し ます。
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル



第
 3

 章
操

作
方

法
第3章

センシング項目を設定する （センシング設定画面）
(7) 表示範囲指定

ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の表示範囲を設定し ます。

中心位置設定 ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸の表示中心位置を設定し ます

[+1]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸の表示中心位置を+1し ます。

表示倍率が2倍、 4倍、 8倍の時に有効にな り ます。

[+10]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸の表示中心位置を+10し ます。

表示倍率が2倍、 4倍、 8倍の時に有効にな り ます。

[-1]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸の表示中心位置を-1し ます。

表示倍率が2倍、 4倍、 8倍の時に有効にな り ます。

[-10]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸の表示中心位置を-10し ます。

表示倍率が2倍、 4倍、 8倍の時に有効にな り ます。

[等倍]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸を0～639の等倍で表示し ます。

[2倍]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸を 「中心位置 -160」 ～ 「中心位

置+160」 で表示し ます。

[4倍]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸を 「中心位置-80」 ～ 「中心位置

+80」 で表示し ます。

[8倍]ボタ ン ： ラ イ ンブ ラ イ ト 表示部の縦軸を 「中心位置-40」 ～ 「中心位置

+40」 で表示し ます。

(8) 計測領域指定

計測領域の開始位置、 終了位置を設定し ます。

領域指定を行 う と、 その領域でのみ計測を行います。 計測し たい面とは無関係な面

からの影響を取除きたい場合などに有効です。

領域 ： 2領域計測時の表示エ リ アを選択し ます。

2領域計測の設定が有効のと きのみ操作可能です。

[設定]/[終了]ボタ ン：領域設定モー ド/領域モニ タ モー ド を切替えます。

[設定]ボタ ンを押すと、 領域設定モー ド と な り、 領域設定

が可能と な り ます。 ボタ ンの表示は、 「終了」 にな り ます。

欄を押すと値設定用入力パッ ド を表示

し ます。

欄を押すと値設定用入力パッ ド を表示し ます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。
3-11
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[終了]ボタ ンを押すと、領域モニ タ モー ド と な り、領域バー

がコ ン ト ローラ よ り取込んだ値で自動的に移動し ます。 ボ

タ ンの表示は、 「設定」 にな り ます。

[開始位置]ボタ ン ： ボタ ンを押すと開始位置が選択され、 [+1]、 [+10]、 [-1]、 [-

10]ボタ ン押し て、 開始位置の設定値を 「+1」 、 「+10」 、 「-

1」、 「-10」 にし ます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。

開始/終了位置設定： 領域開始/終了位置を直接設定できます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。

[終了位置]ボタ ン ： ボタ ンを押すと終了位置が選択され、 [+1]、 [+10]、 [-1]、 [-

10]ボタ ンを押し て、 終了位置の設定値を 「+1」、 「+10」、 「-

1」、 「-10」 にし ます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。

[+1]ボタ ン ： 「開始位置」、「終了位置」の選択されている位置の値を 「+1」

し ます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。

[+10]ボタ ン ： 「開始位置」 、 「終了位置」 の選択 さ れている位置の値を

「+10」 し ます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。

[-1]ボタ ン ： 「開始位置」、 「終了位置」 の選択されている位置の値を 「-

1」 し ます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。

[-10]ボタ ン ： 「開始位置」、 「終了位置」 の選択されている位置の値を 「-

10」 し ます。

領域設定モー ドのと きのみ操作可能です。

領域追従選択 ： 2 領域計測時のエ リ ア 2 に対する領域追従方法を選択し ま

す。

エ リ ア2が選択されている と きのみ操作可能です。

[元に戻す]ボタ ン ： 領域設定値を変更前の状態に戻し ます。

[実行]ボタ ン ： 領域設定の変更内容をセンサコ ン ト ローラに送信し て、設

定値を更新し ます。

[実行]ボタ ンを押し て、センサコ ン ト ローラのパラ メ ータ を変更し ても、センサコ ン ト ロー

ラの電源をOFFにする と変更内容が消去されます。

変更内容を保存する 　 p.3-19
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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(9) センシング設定

センシングに関する設定値を変更できます。 変更し た処理項目は赤色で表示し ます。

[<]/[>] ボタ ンを押すと、 設定項目ページを切替えます。

1 ページ目は基本的なセンシング設定項目、2 ページ目は CMOS 素子上のノ イズ除去

レベルの設定や、 投光量の制御などの詳細なセンシング設定項目を表示し ます。

3 ページ目、 4 ページ目には 2 領域計測設定に対する詳細設定項目を表示し ます。

3 ページ目、 4 ページ目は 2 領域計測設定が有効のと きのみ操作可能です。

[ 元に戻す ] ボタ ンを押すと、 センシング設定の各項目を変更前の状態に戻し ます。

[ 更新 ] ボタ ンを押すと、 センシング設定の変更内容をセンサコ ン ト ローラに送信し

て、 設定値を更新し ます。

[更新]ボタ ンを押し て、センサコ ン ト ローラのパラ メ ータ を変更し ても、センサコ ン ト ロー

ラの電源をOFFにする と変更内容が消去されます。

変更内容を保存する 　 p.3-19

(10) [ 領域テ ィ ーチング ] ボタ ン

2 領域計測時にエ リ ア 2 の領域を自動指定 ・ 再調整し たいと きに押し ます。

現在指定されている範囲の付近で、 最適な領域を コ ン ト ローラが見つけ出し ます。

任意の領域を指定し たい場合は、 手動で領域設定を行っ て く だ さい。
3-13
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コ ン ト ローラの条件を設定する （機能設定画面）
「対象CH」 のコ ン ト ローラに登録されている設定値を一覧表示し ます。

また、 設定値を変更し、 対象コ ン ト ローラに送信する こ とが可能です。

設定項目の詳細については、 マルチ コ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ローラのユーザーズマ

ニュアルを参照し て く だ さい。

「対象CH」 でマルチコ ン ト ローラ を選択し た場合と センサコ ン ト ローラ を選択し た場合で

は、 設定可能な項目が異なる個所があ り ます。

[計測 >>]ボタ ン

（対象CHがマルチコ ン

ト ローラのと き）

p.3-16

[計測 >>]ボタ ン

（対象CHがセンサコ ン ト ローラのと き） p.3-17

[全初期化]ボタ ン

p.3-18

[設定保存]ボタ ン

p.3-19

[CH,BANK選択]ボタ ン

p.3-20

[表示設定 >>]ボタ ン

p.3-21

p.3-16
NS スマー ト モニ タ
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■ 共通操作方法
機能設定の各項目は、 ラ ジオボ タ ン、 プルダウン メ ニューからの選択、 直接入力設定

欄のいずれかで構成し ます。

●ラジオボタ ン

●プルダウン メ ニューからの選択

●数値入力欄

●文字列入力欄

[元に戻す]ボタ ン

設定内容の変更をキャ ンセルし ます。 機能設定画面を開いた と き、 または最後

に更新された と きの状態に戻し ます。

[更新]ボタ ン

変更し た設定値を 「対象CH」 のコ ン ト ローラに送信し て、設定値を更新し ます。

[更新]ボタ ンを押し て、 「対象CH」 のコ ン ト ローラの設定値を変更し ても、 コ ン ト ローラの電源を

OFFにする と変更内容が消去されます。

変更内容を保存する 　 p.3-19

現在選択されている設定値を黄色で表示し ます。

[▼]ボタ ンを押すと、 プルダ

ウン メ ニューを表示し ます。

プルダウン メ ニューよ り設定

値を選択し ます。

欄を押すと、 数値入力用の入力パッ ド を表示し ま

す。

欄を押すと、 文字入力用の仮想キーボー ド を表示し

ます。
3-15
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■ システム設定
「対象CH」 のコ ン ト ローラのシステム設定値一覧を表示し ます。

設定値を変更し て、[更新]ボタ ンを押すこ とによ り、対象コ ン ト ローラに送信する こ と

ができます。

「対象CH」 のコ ン ト ローラ内の設定内容から変更された処理項目は、 赤色で表示し ま

す。

■ 計測設定
「対象CH」 のコ ン ト ローラの計測に関する設定値一覧を表示し ます。

● 「対象CH」 が 「マルチコ ン ト ローラ」 のと き

入力CH割付け、 TASK1～4の演算設定、 およびI/O割付け状態を表示し ます。

設定値を変更し て、[更新]ボタ ンを押すこ とによ り対象コ ン ト ローラに送信する こ とが

できます。

「対象CH」 のコ ン ト ローラ内の設定内容から変更された処理項目は、 赤色で表示し ま

す。

[<<]ボタ ンを押すと[機能設定 （システム設定） ]画面に戻り ます。

システム設定の表示項目を切替えます。

選択されている処理カ テゴ リの各処理項目、

パラ メ ータが複数ページで表示されている

と きの表示ページを切替えます。
NS スマー ト モニ タ
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● 「対象CH」 が 「センサコ ン ト ローラ」 のと き

機能設定の各項目の状態を表示し ます。

設定値を変更し て、[更新]ボタ ンを押すこ とによ り、対象コ ン ト ローラに送信する こ と

ができます。

「対象CH」 のコ ン ト ローラ内の設定内容から変更された処理項目は、 赤色で表示し ま

す。

[<<]ボタ ンを押すと[機能設定 （システム設定） ]画面に戻り ます。

センシング設定にて2領域計測の設定がされている と きは、 次のよ う にTASK2、 3の設定が可能と な り ま

す。

表示する処理項目を選択し ます。

表示する処理項目を選択し ます。

TASK2に対する設定

TASK3に対する設定
3-17
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■ 設定初期化
「対象CH」 のコ ン ト ローラの全設定を初期化し ます。

[全初期化]ボタ ンを押すと、 設定初期化処理確認のダイアログが表示されます。
NS スマー ト モニ タ
ユーザーズマニュ アル
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■ 設定保存
[設定保存]ボタ ンを押すと、 「対象CH」 の全設定を コ ン ト ローラ内に保存し ます。

設定保存後は、 対象コ ン ト ローラの電源を OFFに し て も保存時の内容がコ ン ト ローラ

内に保持されます。

[ フ ァ イル読込]、 [ フ ァ イル保存]ボ タ ン を押す と、 メ モ リ カー ド 内に保存されている

フ ァ イルから設定値を読込んだ り、設定値のデータ を メ モ リ カー ド内に保存できます。

設定データの保存は、 メ モ リ カー ドのSetting フ ォルダ内に指定フ ァ イル名で保存し ま

す。

フ ァ イル名と し て使用でき る文字は、 半角の英数字、 アンダース コ ア (_)、 ド ルマーク

($)、 ピ リ オ ド(.)です。

コ ン ト ローラの電源をOFFにし ても設

定内容が消えないよ う に保存し ます。

拡張子な しのフ ァ イル名を設定し ます。 （8文字以内）

拡張子は、 「.ini」 を自動的に付加し ます。

欄を押すと、 文字入力用の仮想キーボー ド を表示し ます。

指定フ ァ イルへ設定値を

保存し ます。

設定値を保存する際にどのBANK

番号の設定値と し て保存するかを

選択できます。

メ モリ カード 内に保存さ れてい

るフ ァ イルを一覧表示し ます。

一覧上のフ ァ イルを選択し 、 [読

出]ボタ ンを押すと 、 上書きする

フ ァ イ ルを選択できます。

指定フ ァ イルの指定BANK番号の設定値を、

現在選択されているBANKに読込みます。
メ モ リ カー ド内に保存されている フ ァ イルを

一覧表示し ます。

一覧上のフ ァ イルを選択し、 [選択]ボタ ンを押

すと、 上書きする フ ァ イルを選択できます。
フ ァ イル内に複数のBANK番号の設定値が書込ま

れている と きに、 どのBANK番号の設定値を読込

むか選択し ます。
3-19
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■ CH、 BANK選択
機能設定を行う 対象CH、 BANKを選択し ます。

CH、 BANKを切替える と、 現在のCH、 BANKの変更内容をキャ ンセルし ます。
NS スマー ト モニ タ
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■ 表示設定
NSスマー ト モニ タ画面上に表示する ラベル名称、 バン ク名称、 および計測値やし きい

値表示における表示桁数を設定し ます。

本設定内容は、 コ ン ト ローラには送信し ません。

[<<]ボタ ンを押すと、 [機能設定 （システム設定） ]画面に戻り ます。

メ イ ン画面の計測値、 分解能、 現在値のラベル表示欄

に表示する 「ラベル」 を設定し ます。

欄を押すと、 文字入力用

の仮想キーボー ド を表示

し ます。

1～4の各バン クの名称を設定

し ます。

欄を押すと、 文字入力用

の仮想キーボー ド を表示

し ます。

メ イ ン画面の計測値、 し きい

値、 現在値表示における表示

桁数を選択し ます。

表示桁数をボタ ンで選択し ます。

[バン ク名称設定]

ボタ ン

[表示桁数設定]

ボタ ン
3-21
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システム メ ニュー
システム メ ニューでは、 コ ン ト ローラ との通信やタ ッ チスイ ッ チ、LCDなどNS本体のハー

ド ウ ェ アに関する設定を行います。

■ システム メ ニューにおける画面遷移

[起動選択]ボタ ンは、 「NSスマー ト モニ タ自動起動の

手順」 で起動し ている と きはあ り ません。

NS本体の画面のコ ン ト ラス ト 調

整、 バッ ク ラ イ ト 輝度、 ブザー

音などを設定し ます。

NS本体の画面をユーザ作成画面

から起動するよ う に切替えます。

[PT動作設定]

ボタ ン

[起動選択]

ボタ ン

[通信設定]ボタ ン

p.3-24

p.3-25

p.3-27

マルチコ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ローラ を接続し て

いるポー ト およびNS本体側のRS-232Cの通信設定を

行います。
NS スマー ト モニ タ
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■ システム メ ニュー画面の表示方法
[システム メ ニュー ]画面は、 NSスマー ト モニ タ起動時にNS本体と マルチコ ン ト ローラ

やセンサコ ン ト ローラ との通信ができないと き、 またはNSスマー ト モニ タの各画面表

示中に画面の4隅のう ち2箇所を同時に押すと表示されます。

● 通信ができないと き

NSスマー ト モニ タ起動時に[システム メ ニュー ]画面を表示し た と きは、 次の項目を確

認し て く だ さい。

･マルチ コ ン ト ローラ またはセンサコ ン ト ローラ を接続されている NS本体のポー ト に

間違いがないか。

･NS本体に接続されている コ ン ト ローラ との通信設定が合っているか。

･接続されているケーブルの配線に間違いがないか。

● 画面の4隅のう ち2箇所を同時押し

[システム メ ニュー ]画面の表示方法は、 次のとお り です。

ただ し、 タ ッ チパネルの4 隅を押す と きは、 何も表示されていない隅を最初に押し て

く だ さ い。 ボ タ ンなどが表示されている位置を押すと、 ボ タ ンなどの機能が実行され

て し まいます。

2 番目に押す隅はど こ でも構いません。 ボタ ンなどが表示されていても、 [システム メ

ニュー ]画面が表示されます。

4隅のう ち2箇所を同時押し
3-23
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■ 通信設定画面

(1) [PORT A]/[PORT B] ボタ ン

マルチ コ ン ト ローラ、センサコ ン ト ローラが接続されている NS 本体のポー ト を選択

し ます。

(2) 通信速度 [9600]/[19200]/[38400]/[57600]/[115200] ボタ ン

接続されているマルチコ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ローラの RS-232C 設定の 「ボー

レー ト 」 に合わせて設定し ます。

(3) データ ビ ッ ト  [7]/[8] ボタ ン

接続されているマルチコ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ローラの RS-232C 設定の 「デー

タ チ ョ ウ」 に合わせて設定し ます。

(4) ス ト ッ プビ ッ ト  [1]/[2] ボタ ン

接続されているマルチコ ン ト ローラ、センサコ ン ト ローラの RS-232C 設定の「ス ト ッ

プ」 に合わせて設定し ます。

(5) パリ テ ィ  [ な し ]/[ 偶数 ]/[ 基数 ] ボタ ン

接続されているマルチコ ン ト ローラ、 センサコ ン ト ローラの RS-232C 設定の 「パリ

テ ィ 」 に合わせて設定し ます。

(6) [ 書き込み ] ボタ ン

ポー ト 設定、 通信速度、 デー タ ビ ッ ト 、 ス ト ッ プビ ッ ト 、 パリ テ ィ の変更内容を設

定し て、 NS 本体を再起動し ます。

(7) [PT 動作設定 ] ボタ ン

NS 本体の画面のコ ン ト ラス ト 調整、 バッ ク ラ イ ト 輝度、 ブザー音などを設定する画

面を表示し ます。

(8) [ 起動選択 ] ボタ ン

NS 本体をユーザ作成画面で起動するよ う に切替える画面を表示し ます。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7) (8)
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■ PT動作設定画面

(1) タ ッ チスチ ッ チ入力音 [ON]/[OFF] 選択ボタ ン

NS 本体への入力を受付ける タ ッ チスイ ッ チを押し た と きに、 入力音を鳴らすかど う

かを設定できます。

ON ： NS 本体への入力を受付ける タ ッ チスイ ッ チを押すと、入力音を鳴らす

OFF ： NS 本体への入力を受付ける タ ッ チスイ ッ チを押し ても、入力音を鳴ら

さ ない

デフ ォル ト は｢ ON ｣です。

(2) ブザー音 [ON]/[OFF]/[ERR ON] 選択ボタ ン

コ ン ト ローラ との通信にエ ラーが発生し た と きなどに、 ブザー音を鳴らすかど う か

を設定できます。

ON ： ホス ト からの指示、 またはエ ラー発生時にブザー音を鳴らす

OFF ： ブザー音を鳴ら さ ない

ERR ON： エ ラー発生時だけブザー音を鳴らす

デフ ォル ト は｢ ERR ON ｣です。

(3) バッ ク ラ イ ト 輝度 [ 高輝度 ]/[ 中輝度 ]/[ 低輝度 ] 選択ボタ ン

NS 本体のバッ ク ラ イ ト の輝度を設定し ます。

輝度の設定を 3 段階で行えます。

デフ ォル ト は 「高輝度」 です。

(4) コ ン ト ラス ト 調整 [<<]/[<]/[>]/[>>] 設定ボタ ン

画面のコ ン ト ラス ト を調整し ます。 コ ン ト ラス ト は 100 段階で調整できます。

[<<] ： コ ン ト ラス ト を 10 段階下げます。

[<] ： コ ン ト ラス ト を 1 段階下げます。

[>] ： コ ン ト ラス ト を 1 段階上げます。

[>>] ： コ ン ト ラス ト を 10 段階上げます。

(1)

(2)

(3)

(6)

ページ

切替え

(4)

(5)

(6)

ページ

切替え
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(5) 日付設定

NS 本体内部のシステム時計の日時を設定 ・ 表示し ます。

工場出荷時には、 日付、 時間は正し く 設定されていません。

日付、 時間が正し く 設定されていない と、 保存フ ァ イルのタ イムス タ ンプなどが正

し く 書込まれません。

設定方法は、 次のとお り です。

日付設定ボタ ン、 時刻設定ボタ ンを押する と、 入力ダイアログを表示し ます。

･日付を設定する場合は、 次のフ ォーマ ッ ト で入力し ます。 

yyyy.mm.dd (yyyy ： 西暦、 mm:月、 dd:日) 

西暦は4 桁で入力し ます。 

例） 2001 年1 月1 日を設定する場合 

｢2001.1.1｣と入力 （0 詰めにする必要はあ り ません） 

･時間を設定する場合は、 次のフ ォーマ ッ ト で入力し ます。 

hh.mm.ss (hh ： 時、 mm:分、 ss:秒) 

時間は24 時間制で入力し ます。 

例） ｢午後6 時1 分1 秒｣を設定する場合 

｢18.1.1｣と入力 （0 詰めにする必要はあ り ません） 

･[ENTER]ボタ ンを押すと、 設定内容が反映されます。

(6) [ 書き込み ] ボタ ン

タ ッ チスイ ッ チ入力音、 ブザー音、 バッ ク ラ イ ト 輝度の設定変更を有効にし ます。

ボタ ン上に現在の日付を表示し ます。

日付を設定する と きにボタ ンを押し ます。

ボタ ン上に現在の時刻を表示し ます。

時刻を設定する と きにボタ ンを押し ます。
NS スマー ト モニ タ
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■ 起動選択画面

(1) [ 書き込み ] ボタ ン

NS 本体の起動条件を変更し て、 NS 本体を リ セ ッ ト し ます。

起動選択によ りユーザ作成画面起動に切替えた と きは、起動選択用NSスマー ト モニ タが格納され

ている メ モ リ カー ドがNS本体に装着された状態でもユーザ作成画面を起動するよ う にな り ます。

NSスマー ト モニ タ を起動する と きは、 ユーザ作成画面から[システム メ ニュー （特殊画面） ]画面

の 「特殊機能」 よ り 「NSスマー ト モニ タ」 を選択し て く だ さい。

(1)
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エラー メ ッ セージ と その処置

■ 計測値に 「ERROR」 が表示
コ ン ト ローラのメ イ ンデジ タル表示部が 「ERROR」 になっ ています。

コ ン ト ローラのユーザーズマニュアルをご覧 く だ さい。

■ エラー メ ッ セージ一覧

表示内容 原因 対策

ページ フ ァ イル読出し エ

ラー

メ モ リ カー ドがNS本体から外れてい

ます。

またはメ モ リ カー ドが壊れています。

NS本体にNSスマー ト モニ タ用メ モ リ カー

ドが装着されているか確認し て く だ さい。

メ モ リ カー ド にNSスマー ト モニ タ用のシ

ステムフ ァ イルが正し く 格納されている

か確認し て く だ さい。

マク ロプログラム実行エ

ラー

コ ン ト ローラ との通信ができません。 次の事項を確認し て く だ さい。

・ ケーブルは正し く 接続されていますか。

・ コ ン ト ローラの電源はONし ていますか。

・ コ ン ト ローラの動作モー ドはRUNモー ド

になっていますか。

・ コ ン ト ローラの状態は正常ですか。

・ パソ コ ン用スマー ト モニ タZeroと同時に

使用されていませんか。

・ NSスマー ト モニ タ以外の外部機器が接

続されていませんか。

受信データ タ イムアウ ト コ ン ト ローラ との通信ができません。

読出し エラー 設定データの読出しに失敗し ま し た。 NSスマー ト モニ タが対応可能なコ ン ト

ローラかコ ン ト ローラのバージ ョ ンを確

認し て く だ さい。

書込みエラー 設定データの書込みに失敗し ま し た。 NSスマー ト モニ タが対応可能なコ ン ト

ローラかコ ン ト ローラのバージ ョ ンを確

認し て く だ さい。

フ ァ イル保存に失敗し ま し

た。

フ ァ イル名に使用できない文字が使

用されています。

または、 メ モ リ カー ドの容量が不足

し ています。

使用できる文字でフ ァ イル名を設定し て

く だ さい。

メ モ リ カー ドのLOGフ ォルダ、 SETTING

フ ォルダ内の不要なフ ァ イルを削除し て

く だ さい。

フ ァ イル読出しに失敗し ま

し た。

メ モ リ カー ド内のフ ァ イルが壊れて

います。

または、 フ ァ イル名が8文字以上に

なっています。

メ モ リ カー ド内の該当フ ァ イルを確認し

て く だ さい。

メ モ リ カー ド内のフ ァ イルの名称を変更

し て く だ さい。

入力上限値を超えています。 入力データの値が範囲外です。 範囲内の値を入力し て く だ さい。

入力下限値を超えています。 入力データの値が範囲外です。 範囲内の値を入力し て く だ さい。

動作モー ド を確認し て く だ

さい。

コ ン ト ローラの動作モー ドがRUN以

外の状態になっています。

コ ン ト ローラの動作モー ド をRUNモー ド に

し て く だ さい。
NS スマー ト モニ タ
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仕様 ・ 外形寸法

プ ログ ラ マブルコ ン ト ローラ / プ ログ ラ マブルタ ー ミ ナル

接続用RS-232Cケーブル

形ZS-XPT2

項目 形ZS-XPT2

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 1min

絶縁抵抗 100MΩ （DC500Vメ ガにて）

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケーブル被覆部 ： 耐熱塩化ビニル(PVC)

質量 約50g

(単位 ： mm)
4-3
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第4章
マニュアル改訂履歴

マニュ アル改訂履歴
マニュアル改訂記号と増刷記号は、表紙と裏表紙の下に記載されている カ タ ログ番号の末

尾に付記されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2004年10月 初版

B ① 2005年4月

Ver1.01へのバージ ョ ンア ッ プ

・ NSスマー ト モニ タ を起動できるNS本体の種類拡張

　 　 形NS10-TV0□-V1(6.02以降)

　 　 形NS8-TV□□-V1(6.02以降)

　 　 形NS5-SQ0□-V1(6.02以降)

　 　 形NS5-SQ0□-V2(6.20以降)

　 　 形NS5-TQ0□-V2(6.20以降)

　 　 形NS5-MQ0□-V2(6.20以降)

・ 英語メ ッ セージへの切替え対応

B ② 2007年4月 軽微修正
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